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東海第二発電所 内部溢水対策に係る基本方針

１．東海第二発電所の特徴と溢水評価に対する考慮事項

１．１ 格納容器型式及び機器配置が先行プラントと異なり、最下層に溢水の
最終滞留区画とする十分なスペースを確保できないことから、上層階に
溢水を滞留させる。

１.２ 基準津波が原子炉建屋及びタービン建屋の設置高さより高いことから、
防護建屋や区画に対する津波浸水防止の対応を充実させる。



3

（図１） （図２）

東海第二発電所 内部溢水対策に係る基本方針

BWR 原子炉格納容器の形式の違い

東海第二 ：溢水の最終滞留を考慮する区画

東二 先行ＢＷＲ
格納容器型式 BWR5，

MARKⅡ
（図１）

ABWR，
MARKⅠ
（図２）

最下層の防護区画以外の共通区画 小 大
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【漏えい検知性】
・溢水量が微小の場合でも，ファンネル部への流入時点
で検知し漏えいエリアの早期特定が可能。

４．床ドレン閉止（原子炉棟内）における対応及び留意事項

滞留区画の最大水位は、アクセス性への
影響も考慮し
流下開口堰高さ （約0.2m）とする

・防護対象設備の没水対策

・溢水の拡大防止
（貫通部止水措置，床塗装）

階段，搬入口
等からの流下

原子炉建屋最下層
（工学的安全施設設置エリア）
への浸水量低減

原子炉建屋
床ドレンサンプ

【特に考慮すべき対策】

止水措置（床ファンネル）

床ファンネル閉止に伴う漏えい検知対応について以下を考慮

閉止
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５．防護対象機器の没水対策

没水評価については，各階層の区画で滞留を考慮し，判定の際に裕度をもって評価を実
施 （現場アクセス時の通行による水位の揺動等を想定し裕度を確保）
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６．滞留箇所に対するアクセス性の考慮

各現場へのアクセスを考慮してエリアの
滞留水位を20㎝以下と設定している。

各階層の区画での滞留を考慮し，現場アクセス性の影響を評価

滞留水位約20㎝
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１．２ 基準津波が原子炉建屋及びタービン建屋の設置高さより高いことについて

（３）海水ポンプエリア及びタービン建屋区画等に津波を浸水させないことに対する考慮事項
①地震時の循環水ポンプ停止とポンプ出口弁及び復水器出入口弁閉のインターロック設置
②循環水ポンプ出口のゴム伸縮継手をクローザージョイントに交換

東二

重要施設の設置高さ T.P.+8m

基準津波高さ
T.P.+17.1m

（敷地高さ ＋9.1m）

（２）特徴を踏まえた東海第二発電所の対応
・敷地高さに対する基準津波高さが高いことから、防潮堤での津波浸水防止の他に、敷地内の
防護建屋・区画への浸水防止対策が重要
・対応として海水ポンプエリアとタービン建屋区画に津波を浸水させない措置を実施する
・防潮堤で敷地を囲むため、敷地内での各種溢水の排水考慮が重要

東海第二発電所 内部溢水対策に係る基本方針
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1.7.4 溢水防護区画及び溢水経路を設定するための方針【追記事項】
(2) 溢水経路の設定
特に，溢水防護上の措置として下層への流下を防止する目的で，ファンネル等の閉止により区
画の滞留を考慮する場合については，区画の堰高さによる滞留及び開口部からの流下による伝
播を考慮する。

1.7.5.1 没水の影響に対する設計方針【追記事項】
(2) 没水の影響に対する防護設計方針
①溢水源又は溢水経路に対する対策
c． 原子炉建屋原子炉棟の防護対象区画については，各階層での溢水時に流下を想定する
開口堰高さまでの滞留が可能な止水措置を実施し，建屋下層への溢水の拡大を低減す
る措置を行う。この際，各堰高さまでの滞留により，溢水防護対象設備の安全機能が損

なわれない設計とする。

１．東海第二発電所の特徴と溢水評価に対する考慮事項

「溢水防護に関する基本方針」への記載について


